
  
平成３０年度       

加西市公営企業会計決算審査意見書  
水 道 事 業 会 計 
下 水 道 事 業 会 計 
病 院 事 業 会 計 
農業共済事業会計               
加西市監査委員    



加 監 第 ３ ９ 号 

令和元年８月７日 

 

加西市長 西 村 和 平 様 

 

加西市監査委員 金 澤 栄 一 

加西市監査委員 森 元 清 蔵 

 

平成３０年度加西市公営企業会計決算審査意見について 

  地方公営企業法第３０条第２項の規定により、平成３０年度加西市公営企業会計（水道
事業会計、下水道事業会計、病院事業会計、農業共済事業会計）の決算及び決算附属書類

を加西市監査基準（平成 31年加西市監査告示第２号）に基づき審査した結果、次のとおり

意見を提出する。 

 

 

 

 

 

 



目     次   
１ 審査の対象                       ・・・・・・・・ １  
２ 審査の期間                       ・・・・・・・・ １  
３ 審査の方法                       ・・・・・・・・ １  
４ 審査の結果                       ・・・・・・・・ １  
水道事業会計 
１ 業務実績                        ・・・・・・・・ ３ 
２ 決算報告書                       ・・・・・・・・ ４ 
３ 経営成績（損益計算書）                 ・・・・・・・・ ５ 
４ 財政状態（貸借対照表、キャッシュ・フロー計算書）    ・・・・・・・・ ７ 
５ 剰余金計算書                      ・・・・・・・・１０ 
６ 財務分析                        ・・・・・・・・１０ 
７ まとめ                         ・・・・・・・・１２  
下水道事業会計 
（公共下水道事業、農業集落排水事業、コミュニティ・プラント事業） 
１ 業務実績                        ・・・・・・・・１５ 
２ 決算報告書                       ・・・・・・・・１５ 
３ 経営成績（損益計算書）                 ・・・・・・・・１６ 
４ 財政状態（貸借対照表、キャッシュ・フロー計算書）    ・・・・・・・・１８ 
５ 剰余金計算書                      ・・・・・・・・２０ 
６ 財務分析                        ・・・・・・・・２１ 
７ まとめ                         ・・・・・・・・２３  
病院事業会計 
１ 業務実績                        ・・・・・・・・２６ 
２ 決算報告書                       ・・・・・・・・２６ 
３ 経営成績（損益計算書）                 ・・・・・・・・２７ 



４ 財政状態（貸借対照表、キャッシュ・フロー計算書）    ・・・・・・・・２９ 
５ 剰余金計算書                      ・・・・・・・・３１ 
６ 財務分析                        ・・・・・・・・３２ 
７ まとめ                         ・・・・・・・・３４  
農業共済事業会計 
１ 経営状況                        ・・・・・・・・３８ 
（１）業務実績                       ・・・・・・・・３８ 
（２）予算執行状況                     ・・・・・・・・３９ 
２ 財政状態                        ・・・・・・・・４６ 
３ まとめ                         ・・・・・・・・４８  
◎決算審査資料（業務実績比較表、予算決算対照表、損益計算書比較表、貸借対照表比較

表、経営分析表） 
水道事業会計決算審査資料（別表１～５）          ・・・・・・・・５０ 
下水道事業会計決算審査資料（別表１～５）         ・・・・・・・・５６ 
病院事業会計決算審査資料（別表１～５）          ・・・・・・・・６２     

（注）１ 消費税の取扱いについては、予算決算対照表関係については消費税込みの額で
あり、その他は消費税抜きの額である（農業共済事業会計は消費税込みの額）。 

２ 文中に用いる金額は、原則として千円単位で表示し、単位未満を四捨五入した
関係上、合計と内訳の計が一致しない場合がある。      また（％）は、小数点以下第２位を四捨五入した。    ３ 各表中の比率は百分率で表示し、原則として小数点以下第２位を四捨五入した
関係上、合計と内訳の計が一致しない場合がある。    ４ 各表中の符号の用法は、次のとおりである。      「０．０」・・・・該当数値はあるが、単位未満のもの。      「 ― 」・・・・該当数値のないもの。 

５ 文中・表中の「皆増」とは比較前年度の数値が０の場合を示し、「皆減」とは比
較当年度の数値が０の場合を示す。  


